
処理条件の読み方
例)C-96/20/65+D-2/100
        温度20℃、相対温度65%の恒温恒湿の空気中で96時間、
  その後100℃の沸騰した熱湯の中に2時間浸せき処理を行う。

①アルファベットは試料の処理方法を示します。
 A:受理のままの状態で、処理しない

 C:恒温恒湿の空気中で処理

 D:恒温の水中で浸せき処理

②数字、記号は処理時間、温度、湿度等を示します。
 1番目の数字:処理の時間(hr)、2番目の数字:処理の湿度(℃)、3番目の数字:処理の相対湿度(%)
 “／":処理の区分、“+”:その順番で2種類以上処理


